
2内額縁・額縁アングルの固定
①右図のような下地材（曲げベニヤ）を額縁アングルと開口部の間に挿入して、内装材を
室内正面に施工してください。
②短い方の半円の内額縁を上下どちらかに、開口部と額縁アングルの間に差込みます。
③額縁アングルと内額縁のすき間が出ないように、長い方の内額縁のつなぎ目部を2～
5mmのすき間になるようにカットして調整し、差込みます。【図1】
※厚壁用の場合は、2部材ともに同じ長さですので、どちらか一方をカットしてください。
④額縁ⓐ部が内装仕上げ面に当たるまで、挿入してください。このとき、詳細図のⓐ部
にえんぴつで線を書いてください。【図3】
※仕上げ面に当たらない場合は、先端部をカットもしくは、サンダーで削って挿入して
ください。【図2】

⑤上下の内額縁を一端引抜いて、キャップを内額縁両端部にはめ込み、
円型にします。【図4】
⑥えんぴつで書いた線と同一線上にキャップのリブに線を書き、一度外
してリブをカッターでカットします。
⑦内額縁に書いた線を消して、キャップのリケイ紙をはがして内額縁両
端部にはめ込み円型にします。
⑧内額縁を再度挿入してください。
⑨額縁アングルの取付け穴に合わせて、内額縁にφ3.2の写し穴をあけ、
㋑のねじで固定します。
⑩両サイドのキャップの穴に合わせて同様に内額縁に写し穴をあけ、㋑
のねじで固定します。
⑪内額縁見込み面の皿押し穴に㋺のねじで固定します。

※ねじ固定部の内額縁が手で押して動かないように下地材を施工してくだ
さい。無いとアングルと内額縁の間にすき間が発生する原因になります。

■取付け順序

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

※図の本体は、シンフォニータイプ、内額縁は標準用を示しています。

■取付け上のお願い ■部品一覧表
●長い方の内額縁をカットする際は、ぐらつかないように固定
してからカットしてください。
●内額縁取付け前に、必ず下地材を施工してください。額縁ア
ングルと内額縁のすき間の原因となります。又、皿木ねじ㋺
を止める個所に必ず下地材を施工してください。
●標準用は、サッシ取付け面から内装材仕上げ面までが
145mm以内で取付けしてください。又、厚壁用は175mm
以内で取付けてください。
●内額縁キャップは壁厚に応じてリブをカットしてください。

皿木ねじφ3.1×20
（本体に同梱）

皿木ねじφ3.1×20
（内額縁に同梱）

1サッシ枠の固定
●サッシ枠本体を開口部に本固定します。
※詳細は、「サークルFIX窓／取付け説明書」を参照してください。
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■内額縁取付け詳細
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